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市
内
の
情
報
が
満
載 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
可
児
（
Ｃ
Ｔ
Ｋ
）
が
独
自
で

制
作
し
て
い
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。 

　
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
る

「
い
き
い
き
マ
イ
タ
ウ
ン
」
は
、
地

域
に
密
着
し
た
情
報
を
皆
さ
ん
に
提

供
す
る
た
め
、
市
が
企
画
し
、
Ｃ
Ｔ

Ｋ
が
制
作
す
る
市
独
自
の
広
報
番
組

で
す
。 

　
進
行
は
キ
ャ
ス
タ
ー
と
市
の
職
員

が
務
め
て
い
ま
す
。
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
市
内
の
話
題
な
ど
、
市
の
行

事
や
ふ
る
さ
と
可
児
を
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
内
容
に
な
っ
て
お 

               

り
、
親
し
み
や
す
い
番
組
づ
く
り
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

番
組
構
成
は
ほ
ぼ
定
着 

　
現
在
放
送
し
て
い
る
番
組
は
、
次

の
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
そ
の
時
々
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
内
容
で
企

画
し
知
ら
せ
る
特
集
。
決
ま
っ
た
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
企
画
、
市
民
に
出
演

し
て
も
ら
う
機
会
の
多
い
シ
リ
ー
ズ
。

行
事
案
内
や
募
集
な
ど
を
行
う
タ
ウ

ン
情
報
と
情
報
コ
ー
ナ
ー
。 

　
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
市
民
の
皆
さ
ん

が
見
て
楽
し
め
た
り
、
参
加
で
き
た

り
す
る
も
の
を
、
放
送
開
始
当
初
か

ら
変
わ
ら
ず
取
り
上
げ
て
き
て
い
ま

す
。 

  

特
集
　
（
約
十
四
分
） 

　
市
が
行
っ
て
い
る
福
祉
や
環
境
政

策
、
都
市
基
盤
整
備
の
事
業
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
り
、
生
涯

学
習
の
取
り
組
み
や
市
内
の
話
題
な

ど
を
取
り
上
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
化
や
ご
み
、
災
害
な

ど
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
番
組
も
企
画
し
て

い
ま
す
。 

  

シ
リ
ー
ズ
　
（
四
〜
八
分
） 

　
図
書
館
の
お
知
ら
せ
、
小
・
中
学

校
の
様
子
、
市
内
の
情
報
な
ど
を
週

替
わ
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
、
テ
ー
マ

を
変
更
し
て
き
ま
し
た
が
、
○
図
書

館
だ
よ
り
　
○
学
校
め
ぐ
り
　
○
好

き
な
の
は
カ
ニ
ダ
ー
　
こ
の
三
つ
が
、

長
寿
企
画
と
し
て
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
次
頁
の
表
を
参
考
） 

  

タ
ウ
ン
情
報
　
（
約
四
分
） 

　
市
の
担
当
者
な
ど
が
、
ス
タ
ジ
オ

に
出
演
し
て
、
行
事
の
案
内
や
募
集

な
ど
を
行
い
ま
す
。 

  

情
報
コ
ー
ナ
ー
　
（
二
〜
三
分
） 

　
週
ご
と
の
行
事
や
募
集
な
ど
の
お

知
ら
せ
を
、
毎
回
二
〜
三
件
テ
ロ
ッ

プ
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

開
局
当
初
か
ら
放
送 

　
こ
の
番
組
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｋ
の
開
局
以

来
、
休
ま
ず
放
送
を
続
け
て
い
ま
す
。

第
一
回
（
平
成
五
年
十
二
月
二
十
日

〜
二
十
六
日
）
か
ら
第
六
十
七
回

（
七
年
三
月
二
十
七
日
〜
三
十
一
日
）

の
放
送
時
間
は
二
十
分
で
、
特
集
と

シ
リ
ー
ズ
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
つ
な
い
だ
も

の
で
し
た
。
記
念
す
べ
き
第
一
回
の

放
送
は
、
可
児
の
生
い
立
ち
か
ら
現

在
ま
で
を
紹
介
す
る
特
集
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
一
年
半
は
同
じ
よ
う
な

番
組
構
成
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
六
十
八
回
（
七
年
四
月
一
日
〜

七
日
）
か
ら
は
、
タ
ウ
ン
情
報
を
設

け
て
、
番
組
の
放
送
時
間
も
今
と
同

じ
三
十
分
に
拡
大
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ス
タ
ー
に
よ
る
ス
タ
ジ
オ
収
録
が
始

ま
っ
た
の
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
回
か

ら
で
す
。 

　
現
在
の
よ
う
に
、
キ
ャ
ス
タ
ー
と

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
市
職
員
が
隣
り

合
い
、
対
話
方
式
で
番
組
を
進
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
百
七
回

（
八
年
一
月
一
日
〜
五
日
）
か
ら
で

す
。
そ
れ
か
ら
七
年
六
カ
月
が
た
ち
、

キ
ャ
ス
タ
ー
も
三
代
目
と
な
り
、
出

演
す
る
職
員
も
異
動
に
よ
り
順
次
交

代
し
て
き
ま
し
た
。 

 

番
組
作
り
に
ご
協
力
を 

　
「
い
き
い
き
マ
イ
タ
ウ
ン
」
は
市

の
広
報
番
組
の
た
め
、
ど
う
し
て
も

内
容
的
に
難
し
く
、
堅
苦
し
い
も
の

に
な
り
が
ち
で
す
。 

　
し
か
し
広
報
紙
と
は
違
っ
た
媒
体

で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
出
演
者

の
声
や
表
情
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
な

ど
を
よ
り
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
な
ら

で
は
の
手
法
を
う
ま
く
使
い
つ
つ
、

限
ら
れ
た
時
間
で
必
要
な
事
を
い
か

に
伝
え
る
の
か
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

可 

            

可
児
と
い
う
地
元
密
着
の
テ
レ
ビ
局

と
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
広
報
番
組
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
「
い
き
い
き
マ
イ
タ

ウ
ン
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に

番
組
作
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

●
問
合
先
　
市
政
情
報
課 

スタジオ収録をするキャスターの伊藤真由美さん（左）と 
コメンテーターの市職員（平成１５年新春放送より） 

好きなのはカニダー 
ふるさと調査官　　 
カニダー２号こと 

　鈴木理香子さん 

「可児市の魅力をいろいろと調査して、番
組で楽しくお伝えします」 

シリーズ 

① テレビ番組編成会議 
　毎月、市職員の代表が参加
し、特集など当月放送分の意
見交換をしたり、今後の企画
を検討したりします。 
 
② 取　材 
 
 
 
 
 
 
 
 
　企画に従い取材を進めま
す。１４分ほどの特集番組を制
作するために、１日～数日の
撮影を行います。 
 
③ 編　集 
 
 
 
 
 
 
 
 
　取材したＶＴＲを編集室でつ
なぎ、音やテロップ、画面効
果などを入れます。特集の編
集には３日ほどかかります。 
 
④ 収　録 
 
 
 
 
 
 
 
 
　毎週木曜日にスタジオ収録
をします。進行者の話を収録
しながら、編集済みのＶＴＲを
組み合わせて番組を完成させ
ます。 
 
⑤ 放　送 
　基本的にその週の土曜日か
ら次の週の金曜日まで、放送
されます。（内容、放送時間
などは裏表紙で紹介） 

「いきいきマイタウン」は 
こうして作られる 

環境を考える（全５回） 

いきいき健康広場（全１３回） 

福祉を考える（全７回） 弓道一直線（全１１回） 走れさつきバス（全９回） 

ウオーキング可児（全１１回） 
環境にやさしい生活術（６回） 

中山道を行く（全６回） 

市役所ってどんなとこ（全７回） 市役所Q&A（全１２回） 

見たい知りたいこの施設（全１８回） 

６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 １２年 １３年 １４年 １５年 

１回 
（１２/２０～２６） 

１００回 
（１１/１１～１７） 

２００回 
（１０/４～１０） 

３００回 
（８/２１～２７） 

４００回 
（７/１４～２０） 

５００回 
（６/１４～２０） 

図書館だより 第３回（６年１月１日～９日）放送から放送中（１２１回） 

学校めぐり 第５６回（７年１月９日～１５日）放送から放送中（１０９回） 

環境を考える（全５回） 

サークル訪問 （全６７回） 

好きなのはカニダー 第３４４回 
（１２年５月２０日～２６日）放送から放送中（３９回） 

かに弁講座 
（全２８回） 

くらしの知恵 
（全１５回） 

福祉を考える（全７回） 弓道一直線（全１１回） 走れさつきバス（全９回） 

ウオーキング可児（全１１回） 
環境にやさしい生活術（６回） 

中山道を行く（全６回） 

市役所ってどんなとこ（全７回） 市役所Q&A（全１２回） 

見たい知りたいこの施設（全１８回） 

いきいき健康広場（全１３回） 

シリーズの歴史 

市役所の豆知識 放送中放送中（２回） 市役所の豆知識 放送中（２回） 

「
い
き
い
き
マ
イ
タ
ウ
ン
」
5
0
0
回 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
放
送
さ
れ
る
市
の
広
報
番
組
「
い
き
い
き
マ
イ

タ
ウ
ン
」
は
、
平
成
五
年
十
二
月
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
可
児
（
Ｃ
Ｔ
Ｋ
）
の
開
局
以
来
、
週
替
わ
り
の
放

送
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
。
六
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
分
の
放
送
で
、
番
組
五
百
回
を

迎
え
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
番
組
の
構
成
や
内
容
、
当
初
の
番
組
の
状
況
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
今
後
の
放
送
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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「　　　　」カレンダー 「　　　　」カレンダー 

　
ふ
る
さ
と
の
風
景
は
、
時
期
や
天
候
な
ど
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
時

に
は
優
し
く
、
時
に
は
力
強
く
、
身
近
な
風
景
が

感
動
的
に
見
え
る
こ
と
が
、
き
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
瞬
間
に
出
合
っ
た
と
き
、
自
分
の
ふ

る
さ
と
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　
広
報
か
に
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
風
に
感

じ
ら
れ
る
、
市
内
の
心
に
残
る
よ
う
な
風
景
を
紹

介
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
自
分
の
「
心
の
風
景
」
を
探
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

●
問
合
先
　
市
政
情
報
課 

4月 
　春のそよ風を受けな
がら、桜の下を散歩す
ると心が弾みます。
（広見） 
 
 
心の風景£  
平成１５年４９８号 

1月 
　肌を刺す冷たい風の
中、ゆっくり熟してい
く渋柿。季節の移り行
く中で、味が磨かれて
いきます。（久々利） 
 
心の風景A  
平成７年３００号 

5月 
　ベランダの軒先で気
持ち良さそうに泳ぐこ
いのぼり。子どもの健
やかな成長を願います。
（中恵土） 
 
心の風景ò  
平成１４年４７６号 

2月 
　突然の大雪に戸惑う
街の姿。白銀の世界
が、市内に広がりまし
た。（広見） 
 
 
心の風景N  
平成８年３２６号 

6月 
　木々たちは空気や水
を浄化し、人を癒やし
てくれます。永遠に残
したい緑の風景です。
（久々利） 
 
心の風景v  
平成１１年４０６号 

3月 
　空に向かった木立も
暖かい春が待ち遠しそ
うです。（羽崎） 
 
 
 
心の風景g  
平成１０年３７６号 

10月 
　稲穂の垂れる中を
“いも虫”電車が走り
ます。グリーンの車体
が可児の風景によく似
合います。（塩） 
 
心の風景b  
平成９年３６６号 

7月 
　辺り一面は水田。そ
の所々に休耕田が点在
しています。そこには
淡褐色のケリが羽を休
めていました。（瀬田） 
 
心の風景k  
平成１０年３８４号 

11月 
　散り残る紅葉と積も
った落ち葉の穏やかな
コントラストが、幸せ
な気持ちにさせてくれ
ます。（土田） 
 
心の風景û  
平成１４年４８８号 

8月 
　古代の大賀ハスが、
淡いピンクの花を咲か
せました。生命の神秘
にビックリ。（広見） 
 
 
心の風景H  
平成７年３１４号 

12月 
　幻想的な冬の幕開
き。降り続く雪が、見
慣れた景色を水墨画の
世界に仕上げました。
（土田） 
 
心の風景|  
平成１１年４１８号 

9月 
　一種の香気を持つこ
とから香魚と呼ばれる
アユ。木曽川には秋の
アユを求めて大勢の人
が訪れます。（土田） 
 
心の風景ê  
平成１３年４６０号 

今、そしてこれからも、この街可児市が好きだから 

広報かに平成７年１月１日号から「心の風景」が始まりました。 
市内の風景を毎月１日号の裏表紙に掲載し、このたび百回目を迎えます。 
そこで、掲載してきた写真の中から毎月１つを選んでみました。 
ふるさとの季節の表情をお楽しみください。 

番外 

ミレニアムの夜明け 
（心の風景~平成１２年２月） 

夜明け前の空に輝く大型すい星 
「ヘール・ボップ」 

（心の風景\平成９年４月） 

「　　　　」カレンダー 
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介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す 
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す 

制
度
開
始
か
ら
３
年 

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す 

介
護
保
険
制
度
で
は
、高
齢
者
人
口
や
サ
ー
ビ
ス
需
用
の
増
加
見
込
み
、介
護
施

設
の
建
設
計
画
な
ど
を
勘
案
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
を
、３
年
ご
と
に
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
に
併
せ
て
、市
は
「
可
児
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
見
直
し
、新
た
に
介
護
保
険
料
額
を
設
定
し
ま
し
た
。 

 

  

保
険
料
額
を
見
直
し 

 

　
保
険
料
額
の
見
直
し
が
必
要
な
理

由
と
し
て
、
次
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。 

①
要
介
護
者
の
増
加 

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介
護

者
の
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
市
で

は
、
平
成
１４
年
１０
月
の
要
介
護
認
定

者
数
が
１
４
６
２
人
で
し
た
が
、
３

年
後
の
１７
年
度
に
は
、
約
３
２
０
人

の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

②
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加 

　
介
護
保
険
制
度
の
定
着
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の
数

や
利
用
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

③
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整

備 

　
１５
年
４
月
に
は
、
短
期
入
所
施
設

４０
床
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２７
床
、
介

護
療
養
型
施
設
２５
床
な
ど
が
開
設
し

ま
し
た
。
ま
た
、
定
員
８０
人
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
が
、
１６
年

度
末
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
が
１７

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
、
１５
年
度

か
ら
１７
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
介
護

保
険
事
業
費
の
見
込
み
は
７８
億
４
０

５
万
３
６
１
０
円
と
な
り
、
１２
年
度

か
ら
１４
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
実
績

５４
億
１
８
０
７
万
７
８
４
５
円
と
比

べ
る
と
約
４４
％
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
数
は
、
１４
年

１０
月
現
在
１
万
３
０
１
３
人
だ
っ
た

の
が
、
１７
年
１０
月
に
は
１
万
４
８
５

５
人
と
推
定
さ
れ
、
約
１４
％
の
増
加

と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
負
担
す
る
人
数
の

増
加
以
上
に
、
必
要
と
な
る
事
業
費

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
負
担
す
る
保
険
料
額
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

   
基
準
額
は
月
額
２
９
０
０
円 

　
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
今
年
度

か
ら
は
、
新
た
な
基
準
が
適
用
さ
れ

ま
す
。 

６５
歳
以
上
の
人 

（
第
１
号
被
保
険
者
） 

▽
保
険
料
の
算
定 

　
６５
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
額
は
、
市
の
介
護
保

険
の
運
営
に
掛
か
る
費
用
の
総
額
の

う
ち
、
第
１
号
被
保
険
者
が
負
担
す

る
割
合
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
は
６５
歳
以

上
の
人
の
基
準
額
は
月
額
２
９
０
０

円
と
な
り
、
以
前
と
比
べ
５
４
３
円

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
保
険
料
額
は
、
所
得
に
応

じ
た
段
階
で
決
ま
り
ま
す
が
、
第
４

段
階
と
第
５
段
階
を
分
け
る
所
得
要

件
が
、
２
５
０
万
円
か
ら
２
０
０
万

円
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

▽
保
険
料
の
支
払
方
法 

　
保
険
料
の
支
払
方
法
は
左
上
の
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
や

納
付
書
な
ど
は
、
６
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。 

４０
歳
か
ら
６４
歳
の
人 

（
第
２
号
被
保
険
者
） 

　
４０
歳
か
ら
６４
歳
の
人
（
第
２
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
額
は
、
国
民
健

康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
、
そ

の
人
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

算
定
方
法
に
基
づ
き
決
め
ら
れ
、
医

療
保
険
の
保
険
料
と
併
せ
て
納
め
ま

す
。 

    

財
源
の
半
分
は
保
険
料 

 

　
介
護
保
険
は
、
国
や
自
治
体
の
負

担
金
と
、
４０
歳
以
上
の
人
が
納
め
る

保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険

の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。 

　
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
介
護
保
険
制
度
。
よ
り
利

用
し
や
す
く
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
い
き
い
き
長
寿
課 

介護保険料 
（年額） 

52,200円 

43,500円 

34,800円 

26,100円 

17,400円 2,900円×12カ月 
×0.5

第1段階（基準額×0.5） 
生活保護の受給者、ならびに老齢福
祉年金の受給者であって、本人およ
び世帯全員が住民税非課税の人 

2,900円×12カ月 
×0.75

第2段階（基準額×0.75） 
本人および世帯全員が住民税非課税
の人 

2,900円×12カ月 
 

第3段階（基準額） 
世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税が非課税の人 

2,900円×12カ月 
×1.25

第4段階（基準額×1.25） 
本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円未満の人 

2,900円×12カ月 
×1.5

第5段階（基準額×1.5） 
本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円以上の人 

あなたは、 
老齢福祉年金 
を受給してい 
ますか？ 

同じ世帯に、住民税を 
納めている人がいます 
か？ 

あなたは、前年の合計所得金額 
が200万円以上でしたか？ 

あなたは、住民税を 
納めていますか？ 

あなたは、 
生活保護を 
受けていま 
すか？ 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 
はい 

スタート 

いいえ 

いいえ 

い
い
え 

い
い
え 

は
い 

は
い 

あなたの介護保険料は？ 

65歳 
以上の人 

基準額の計算式 

保
険
料
基
準
額 

市の介護保険に 
掛かる費用のうち、 
第1号被保険者 
負担分 

第1号被保険者数 ＝ 

介護保険の財源 

市区町村 
の負担金 

都道府県 
の負担金 

65歳以上の人 
（第1号被保険者）   

の保険料 

40歳から 
64歳の人 

    （第2号被保険者） 
の保険料 

保険料 
50%

公費 
50%

25%

12.5%

12.5%
32%

18%

サービスの利用者負担 
（原則として費用の1割） 

〈保険料の支払方法〉 

老齢（退職）年金が年額18万円以
上の人 

○老齢（退職）年金が年額18万円
未満の人 

○老齢（退職）年金が年額18万円
以上の人で以下に該当する場合 
・年度の途中で65歳になった人 
・年度の途中で転入した人 
・年度初め（4月1日）の時点で年金
を受け取っていなかった人 

年金の定期払い（年6回）の際に介
護保険料があらかじめ差し引かれます 
※老齢福祉年金、遺族年金、障害年
金については差し引きの対象とな
りません。 

市が送付する納付書で保険料を支
払います 
※口座振替も利用できます。 
 

○4、6、8月＝前年度2月分の保険料
額で納付します（仮徴収） 

○10、12、2月＝前年の所得などをも
とに年間の保険料を算出し、そこ
から4、6、8月の保険料を除いた金
額を10、12、2月に振り分けた額を
納付します（本徴収）  

6月から翌年3月までの毎月末が納期
限です（年10回）。また、納付書の場
合、一括して納めることもできます 
 

特別徴収（年金天引き） 普通徴収（納付書または口座振替） 

対
象
者 

納
付
方
法 

納
期
な
ど 

国の負担金国の負担金 国の負担金 

うち５％程度が
調整交付金とし
て高齢者の保険
料格差を是正し
ます 



虫歯予防には、歯磨きも大切ですが、食べ物も重要になります。 
何をどう食べるとよいのか、考えてみましょう。 

 

虫
歯
と
は
？  

 

　
歯
こ
う
（
プ
ラ
ー
ク
）
中
の
細
菌
（
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
）
が
、
砂
糖
を
分
解
し
て
酸
を
作
り

ま
す
。
こ
の
酸
に
よ
っ
て
、
歯
が
溶
け
出
し
た

も
の
が
虫
歯
で
す
。 

虫
歯
に
な
り
や
す
い
食
べ
物
は
？ 

 

　
で
は
、
ど
ん
な
食
べ
物
が
虫
歯
に
な
り
や
す

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
あ
め
、
キ

ャ
ラ
メ
ル
、
羊
か
ん
な
ど
砂
糖
の
た
く
さ
ん
入

っ
た
甘
い
お
菓
子
や
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
パ
イ
、

ウ
エ
ハ
ー
ス
な
ど
歯
に
く
っ
つ
き
や
す
い
食
べ

物
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
の
が
飲
み
物
で
す
が
、
意
外
と
た
く
さ

ん
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
百
パ
ー
セ
ン

ト
果
汁
ジ
ュ
ー
ス
に
は
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中

約
二
十
一
グ
ラ
ム
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
に
は
二
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
中
約
二
十
一
グ
ラ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
に
は
三
百
六
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
約
二
十

二
グ
ラ
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炭
酸

飲
料
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
酸
度
が
高
く
、
そ
れ

だ
け
で
も
歯
を
溶
か
し
て
し
ま
い
ま
す
。
甘
い

飲
み
物
と
甘
い
お
菓
子
の
組
み
合
わ
せ
は
、
良

く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

虫
歯
に
な
り
に
く
い
食
べ
物
は
？ 

 

　
次
に
ど
ん
な
食
べ
物
が
虫
歯
に
な
り
に
く
い

か
と
い
う
と
、
歯
に
く
っ
つ
き
に
く
い
野
菜
や

リ
ン
ゴ
、
キ
シ
リ
ト
ー
ル
を
含
む
イ
チ
ゴ
、
比

較
的
砂
糖
の
少
な
い
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
や
ゼ
リ
ー
、

ま
た
、
砂
糖
の
代
わ
り
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル
を
使

用
し
た
ガ
ム
や
キ
ャ
ン
デ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
飲
み
物
で
は
、
牛
乳
や
、
虫
歯
予
防
に

も
な
る
フ
ッ
素
を
含
む
緑
茶
な
ど
が
虫
歯
に
な

り
に
く
い
で
す
ね
。 

キ
シ
リ
ト
ー
ル
と
は
？ 

 

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
キ
シ
リ
ト
ー
ル
。
こ
れ

は
、
糖
ア
ル
コ
ー
ル
の
一
つ
で
、
シ
ラ
カ
バ
や

カ
シ
な
ど
の
樹
木
か
ら
採
れ
る
成
分
を
原
料
と

し
て
作
ら
れ
た
天
然
素
材
甘
味
料
で
す
。
キ
シ

リ
ト
ー
ル
に
は
、
虫
歯
の
原
因
と
な
る
酸
を
作

ら
な
い
、
だ
液
の
分
泌
を
促
進
す
る
と
い
っ
た

働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
虫
歯
予
防
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。 

食
事
の
取
り
方
に
も
注
意 

 

　
食
べ
物
を
食
べ
た
後
、
歯
こ
う
は
酸
性
に
傾

き
、
歯
を
溶
か
し
ま
す
（
脱
灰
）
。
そ
の
後
何

も
食
べ
な
け
れ
ば
、
だ
液
に
洗
わ
れ
て
中
性
に

な
り
、
溶
け
た
歯
が
修
復
さ
れ
ま
す
（
再
石
灰

化
）
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
食

べ
て
い
た
り
、
間
食
が
多
か
っ
た
り
、
寝
る
前

に
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
と
、
ず
っ
と
歯
が

溶
け
続
け
て
修
復
さ
れ
ず
、
虫
歯
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
何
を
食
べ
る
か
だ
け

で
な
く
、
ど
う
食
べ
る
か
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
虫
歯
予
防
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
自
分

の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
健
康
増
進
課 

虫歯になりにくい食べ物
　　　　　　なりやすい食べ物

リンゴ 

イチゴ 

ゼリー 

炭酸飲料 

キャンデー 

ビスケット 

ケーキ 

チョコレート 

洋かん 

缶コーヒー 

ホットケーキ 

野菜 

8広報かに 2003.6.1
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ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
迷
う
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
詳
し

い
案
内
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
品
目
別
出
し
方

一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
環
境
情
報
」
に
掲
載
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
掲
載
内
容
は
「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
収

集
日
程
表
」
裏
面
と
同
様
、
「
品
目
」
「
分
別

区
分
」
「
出
し
方
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。

掲
載
当
初
か
ら
市
民
の
皆
様
に
役
立
つ
一
覧
表

に
し
た
い
た
め
、
過
去
に
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ

た
品
々
を
極
力
追
加
し
、
「
出
し
方
・
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
も
詳
し
く
分
か
り
や
す
い

も
の
に
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
主
な
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
受
け
入

れ
先
で
あ
る
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
相

談
し
な
が
ら
、
一
覧
表
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
す
る
品
目
は
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
更

新
・
追
加
な
ど
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
公
民
館
な

ど
に
設
置
し
て
あ
る
街
頭
端
末
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

　
可
児
市
の
ご
み
袋
は
ど
こ
の
店
で
も
同
じ

値
段
で
大
変
高
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も

っ
と
安
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 　
ご
み
袋
の
購
入
時
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
袋

代
は
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
処
理
費
の
一
部
と
し

て
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
二
市
九
町
村
が
組
合
組
織
で
運
営
す
る
ご
み

処
理
施
設
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
安

全
で
安
定
し
た
ご
み
処
理
を
行
う
た
め
に
莫
大

な
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
の
皆

様
の
税
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
ご
み
を
多

く
出
し
た
人
と
、
削
減
の
努
力
を
さ
れ
少
な
い

排
出
に
抑
え
ら
れ
た
人
と
の
公
平
を
保
つ
た
め

に
も
、
ご
み
袋
を
有
償
で
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
さ
つ
き
バ
ス
で
川
合
か
ら
塩
河
へ
行
こ
う

と
す
る
と
、
路
線
の
運
行
曜
日
が
違
い
乗
り

継
ぎ
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
運
行
願
い
ま
す
。 

 

　
現
在
、
さ
つ
き
バ
ス
は
全
部
で
八
路
線
あ

り
、
巡
回
西
部
線
と
巡
回
東
部
線
は
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
運
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

六
路
線
に
つ
い
て
は
、
月
・
水
・
金
と
火
・

木
・
土
に
半
分
ず
つ
分
け
て
運
行
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
つ
き
バ
ス
は
、
全
部
で
四
台
の
車
両
を
や

り
繰
り
し
な
が
ら
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
市
内

全
域
に
配
慮
し
た
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
と
す
る
た

め
に
、
現
在
の
運
行
日
、
運
行
本
数
と
し
て
い

ま
す
。
ご
要
望
の
通
り
に
、
下
恵
土
川
合
線
と

清
水
ケ
丘
線
の
運
行
日
、
運
行
本
数
を
増
や
す

と
、
他
の
路
線
の
運
行
本
数
を
削
減
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
バ
ス
四
台
で
八
路
線
の
運
行
を
し
て
い

る
都
合
上
、
市
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
い
る
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
平
成

十
五
年
度
に
現
在
の
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
問
題

点
な
ど
の
解
消
に
向
け
て
検
討
を
行
い
、
平
成

十
六
年
度
中
に
再
度
改
正
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
市
民
に
密
接
し
た
病
院
が
必
要
で
す
。
市

民
病
院
の
建
設
な
ど
、
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
医
療
環
境
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
市
内
の
病
院
の
う
ち
、
病
床
数
二
百
五
十
床

を
有
す
る
の
が
土
田
に
あ
る
岐
阜
社
会
保
険
病

院
で
す
。
こ
の
病
院
は
十
五
の
診
療
科
が
あ

り
、
市
内
で
最
大
の
病
院
で
す
。 

　
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
市
民
病
院
の
建
設
に

は
数
百
億
円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
毎

年
度
多
額
の
維
持
費
が
掛
か
る
な
ど
、
昨
今
の

経
済
状
況
下
に
お
い
て
は
建
設
が
困
難
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
岐
阜
社
会
保
険
病

院
を
市
内
の
中
核
病
院
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
市
民
病
院
に
代
わ
る
病
院
と
し
て
、
医

療
機
器
に
つ
い
て
助
成
を
行
い
、
医
療
設
備
な

ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
政
情
報
課 

市長への手紙より 

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に 

 

皆
さ
ん
の
貴
重
な
声
を
聞
く

”市
長
へ
の
手
紙
“。 

 

こ
こ
で
は
、今
年
い
た
だ
い
た
手
紙
の
中
か
ら
、 

 

主
な
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。 

乗継停留所としても重要な役割を果たす市役所バス停 
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ふるさと探偵団 59

　
徳
野
南
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

し
た
の
は
平
成
元
年
。
こ
の
工
事
が
行
わ

れ
る
ま
で
は
、
可
児
川
沿
い
が
切
り
立
っ

た
が
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
以
前

は
こ
の
付
近
の
川
の
深
み
が
、
昔
話
に
登

場
す
る
「
武
蔵
が
淵
」
と
呼
ば
れ
た
場
所

で
、
周
囲
は
う
っ
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。 

　
が
け
だ
っ
た
所
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
大
き
な
壁
が
築
か
れ
、
下
に
は
歩
道
付

き
の
二
車
線
舗
装
道
路
が
通
り
ま
し
た
。

昔
の
面
影
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
壁
の

上
下
か
ら
は
ツ
タ
が
伸
び
、
今
で
は
全
面

を
覆
う
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ツ
タ
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
緑

色
で
す
が
、
秋
に
は
紅
葉
し
ま
す
。
歩
道

沿
い
の
並
木
と
と
も
に
、
四
季
の
表
情
豊

か
な
名
所
で
す
。 

①  

水
の
中
に
ゼ
ラ
チ
ン
を
振
り
入
れ

る 

②  

牛
乳
に
砂
糖
を
入
れ
て
７０
℃
く
ら

い
に
温
め
、
①
を
入
れ
る 

③  

氷
水
を
用
意
し
て
、
と
ろ
み
が
つ

く
ま
で
冷
や
す 

④  

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
レ
モ
ン

汁
を
入
れ
、
滑
ら
か
に
な
る
ま
で

か
き
混
ぜ
る 

⑤  

④
に
③
を
混
ぜ
、
型
に
入
れ
て
冷

や
す 

⑥  

黄
桃
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
ソ
ー

ス
を
作
る 

⑦  

⑤
が
固
ま
っ
た
ら
、
器
に
取
り
分

け
て
⑥
を
か
け
る 

私の自慢料理 72

ホワイトゼリー 

冷たいうちに召し上がっ
てください 

村井八生さん 
（姫治地区食生活改善推進員） 

作
り
方
 

は、あえて載せません。 

ヒントを手掛かりに探してみてください。 

市道今渡坂戸線の可児川に架かる今春橋

から、右岸沿いの道路を東へ向かうとす

ぐに見えます。 

地　図 

ヒント 

〈材　料〉８人分 
粉ゼラチン･･････････１５ｇ 水･････････････大さじ５ 牛乳･････････････４００cc 砂糖･････････････７５ｇ  レモン汁････１／２個分  プレーンヨーグルト･･５００ｇ 黄桃（シロップを含む）････１缶 

ツタの絡まる大きな壁 

ふ
ち 

おすすめ 
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イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

　
こ
の
春
に
看
護
学
校
を
卒
業
し
、
可
茂
消
防

事
務
組
合
に
就
職
し
た
三
品
さ
ん
。
今
は
川
島

町
に
あ
る
県
消
防
学
校
に
入
校
し
、
消
防
士
に

必
要
な
学
科
や
実
技
な
ど
を
猛
勉
強
中
で
す
。

も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

厳
し
い
訓
練
に
つ
い
て
も
「
向
上
心
を
持
っ
た

仲
間
と
と
も
に
、
常
に
新
し
い
事
を
学
べ
る
の

で
楽
し
い
で
す
」
と
明
る
く
話
し
ま
す
。 

　
看
護
師
で
は
な
く
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
、
「
患
者
さ
ん
が
病
院
に
着
く
ま
で
に
、
私

に
も
何
か
で
き
る
事
が
あ
る
の
で
は
」
と
考
え

た
か
ら
。
「
救
急
救
命
士
に
な
っ
て
、
一
人
で

も
多
く
の
人
の
社
会
復
帰
に
貢
献
し
た
い
」
と

い
う
夢
に
、
家
族
も
大
賛
成
で
す
。 

　
「
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
、
患
者
さ

ん
に
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
救
命
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
目
標
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

川
柳      

斎
藤
清
幸 

選

井
藤
貞
子
（
土
田
） 

髪
染
め
て
少
し
は
な
や
ぐ
ク
ラ
ス
会 

高
野
　
徹
（
矢
戸
） 

春
物
に
う
き
う
き
迷
う
試
着
室 

竹
中
芳
子
（
若
葉
台
） 

雨
か
な
と
心
構
え
は
た
た
み
傘 

三
島
次
朗
（
広
眺
ケ
丘
） 

肩
書
を
す
て
て
団
地
の
仲
間
入
り 

可
児
小
松
（
下
恵
土
） 

来
な
い
人
気
に
な
る
句
会
待
つ
笑
顔 

丸
山
重
司
（
若
葉
台
） 

み
ん
な
行
く
道
を
恐
れ
ず
逆
ら
わ
ず 

長
谷
川
さ
ゑ
子
（
土
田
） 

一
抹
の
寂
し
さ
残
し
親
ば
な
れ 

池
村
和
子
（
皐
ケ
丘
） 

風
吹
い
て
会
話
始
ま
る
ね
ぎ
坊
主 

 

青春きらめきトーク 73

地元の救急救命士になりたい 

▲ 
零
（
中
恵
土
） 

▲ 
ポ
ッ
キ
ー
（
大
森
） 

▲ 
ア
ン
ド
ラ
（
広
見
） 

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に 

　
今
枝
明
喜
、河
瀬
智
彦
、半
場

仁
、井
本
忠
士
、今
渡
バ
レ
ー
ク

ラ
ブ
、広
陵
中
元
三
年
一
組
、杉

原
留
子 

　
身
近
な
情
報
を
市
政
情
報
課

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

◎桜ケ丘少年少女合唱団 
　２３年の歴史ある合唱団の団員を募集します。 
●練習日時　毎週土曜日　午前９時～１１時 
　　　　　（第１・３土曜日は１０時まで） 
●練習場所　桜ケ丘公民館 
●対　象　小中学生 
●会　費　２５００円 
●連絡先　貞平純子さん　uÅ２０６３ 
 
◎可児市馬術協会 
　少年団、ジュニア会員、一般会員を募集します。 
●対象　少年団＝小学生以下 
　　　　ジュニア会員＝中学生以下 
●練習時間　午前１０時～正午、午後１時～６時 
　　　　　（少年団は第１・２・３日曜日の午前　
　　　　   　１０時～１１時３０分） 
●連絡先　同協会　u}３０４８ 

●三品玲子さん（今渡・２１歳） 
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ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会 

活動の成果を発表 

成果を発表する 
各団体の代表者 

　市民が自主的・主体的に行う、創意工夫にあ

ふれたまちづくり活動に対して交付するまちづ

くり活動助成金。平成１４年度は、まちづくり

スタート助成として１団体、まちづくり活動

助成として８団体が助成を受けました。 

　４月２７日に総合会館において、助成を受け

た９団体から１年間の活動内容と成果、反省点

がビデオや写真を使って発表されました。 

　発表を聞いた審査員からは「これらの活動

が続けば、可児市のまちづくりがより進んで

いくと感じられた」などの意見が出されました。 

バ
ラ
園
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」 

幻想的な世界に 
　花フェスタ記念公園では、日本一のバラ園の

ライトアップが行われています。 

　春の華麗なバラを優しい光と音楽で柔かく包

み込み、バラ園は幻想的な世界となっています。

土曜日には「春のバラ」をテーマに編集したク

ラッシック音楽をBGMに、レーザーショーも行

われます。 

　バラが華やかに浮かび上がる中、来園者は昼

とは違った美しさを楽しんでいました。 

日本一のバラ園「ライトアップ」 
●期　日　６月１５日（日）までの土・日曜日 
●時　間　午後８時３０分まで（入園は８時まで） 
●入園料　大人５００円・高校生２００円・ 
　　　　　小中学生１００円（午後４時３０分以降） 
※土曜日の午後７時３０分からはレーザーショーを開
催。 

●問合先　花フェスタ記念公園　uÄ７３７３ 

バ
ラ
園
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」 

ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会 

花火も打ち上げられた５月１７日（土）のオープニング 

ライトに照らされて浮かび上がるバラ 
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春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

大
森
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

乗
馬
体
験
教
室 

花の苗を植える東住吉自治会の皆さん（今渡） 

新緑の中を散策す
る参加者 

▲ 

５つのポイントで
水質をチェック 

▲
 

緊張した面持ちで手綱を握る参加者（谷迫間） 

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

自分たちのまちをきれいに 

大
森
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

散策しながら川を観察 
　４月２９日、親子連れなど約６０人が参加して、

大森川ウオッチングが行われました。 

　参加者たちは、桜ため池から久々利川との

合流点までの約６ｋｍを、観察しながら歩きま

した。途中の５つのポイントでは、透視度やＣ

ＯＤ（化学的酸素要求量）、ＰＨなどを測定し、

川の汚れを観測したところ、周辺の環境によ

り異なる結果が得られました。 

　参加者からは「可児にこんな場所があると

は知らなかった」といった声もあり、川の環

境を学びながら、春の一風変わった“遠足”

を楽しみました。 

乗
馬
体
験
教
室 

あこがれの乗馬に挑戦 
　５月１０、１１日、可児市馬事公苑で乗馬体験

教室が開催されました。 

　参加したのは、最年少の小学４年生をはじ

め１２人。ほとんどが乗馬は初めての人ばかり

です。 

　可児市馬術協会の講師から、まず馬にブラ

シをかけたりひづめの手入れをしたりする馬

の世話から教わり、乗馬の基本を学びました。

２日目はあいにくの雨模様でしたが、１人ず

つ馬にまたがり、手綱さばきを講師に教わり

ながら、止まったりジグザグに歩いたりして、

参加者全員が乗馬を楽しみました。 

　５月１１日、毎年恒例の春の花いっぱい運動が

市内全域で行われました。この活動は昭和５９年

から始まり、今年で２０年目を迎えました。 

　当日は小中学生も参加して、地域を挙げて取

り組みました。参加者たちは各地区の道路や公

園などのごみ拾いをした後、花壇に花の種をま

いたり、苗の植え付けをしたりしました。 

　みんなで植えた花は、やがてまちいっぱいに

美しい花を咲かせてくれるでしょう。 



市は、７月２０日執行予定の市議会議員選挙に
導入する電子投票機の体験コーナーを設けていま
す。実際に触れてみませんか。
●場所 ○市役所ロビー午前９時～午後４時
（土・日休み） ○文化創造センター（下恵土）
午前９時～午後４時（火曜日休み） ○パティ
オ可児店（下恵土）午前１０時～午後４時
●期日 ６月２０日（金）まで
●問合先 市選挙管理委員会（総務課内）
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ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

同
館

u
Ç
１
５
１
５

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
―
―
―
―
―
―

受
講
生
を
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
訪
問
介

護
員
養
成
研
修
（
２
級
課
程
）
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
８
日
（
火
）
か
ら
１１

月
７
日
（
金
）
の
う
ち
の
２２
日
間

（
講
義
は
週
４
日
）

●
受
講
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今

渡
）
ほ
か

●
対
象
者

市
内
在
住
の
５５
歳
ま
で

の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人

▽
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事

し
て
い
る
人
お
よ
び
従
事
を
希
望

し
て
い
る
人

▽
介
助
を
必
要
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
人
お
よ
び
希
望
し

て
い
る
人

●
定
員

３０
人

●
受
講
料

３
万
円

●
申
込
方
法

同
協
議
会
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
に
備
え
付
け
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本

人
が
持
参
す
る

●
申
込
締
切

６
月
１８
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
議
会

u
~
１
５
５
５

●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

夏
休
み
子
ど
も
講
座
―
―
―
―
―
―
―
―

ガ
ラ
ス
工
芸
に
挑
戦
し
よ
う

わ
く
わ
く
体
験
館
は
、
ガ
ラ
ス
工

房
で
開
催
す
る
「
夏
休
み
子
ど
も
講

座
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
２６
日
（
土
）、
２７
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

●
場
所

わ
く
わ
く
体
験
館
（
塩
河
）

●
内
容

手
づ
く
り
ト
ン
ボ
玉
と
ア

ル
ミ
パ
イ
プ
で
作
る
ウ
イ
ン
ド
チ

ャ
イ
ム

●
対
象
者

小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生

●
参
加
費

１
５
０
０
円
（
材
料
費
、

消
費
税
込
み
）

●
定
員

各
１０
人
（
抽
選
）

●
応
募
締
切

６
月
３０
日
（
月
）

※
あ
ら
た
め
て
受
講
案
内
を
送
付
し

募
集

涼しげな音を出すウインドチャイム

電子投票

体験してみよう体験してみよう

市
は
、
６
月
２１
日
か
ら
７
月
６

日
ま
で
、
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ

ア
で
開
催
す
る
「
手
づ
く
り
絵
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
す
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

「
く
る
り
と
変
化
」

▽
期
日

６
月
２１
日
（
土
）

▽
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

▽
内
容

こ
ど
も
の
城
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
行
う
ハ
サ
ミ
と
紙
を

使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
定
員

４０
人
（
先
着
順
）

▽
対
象
者

小
学
生
以
上

「
親
子
で
楽
し
く
も
の
づ
く
り
」

▽
日
時

○
６
月
２８
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時
　
○
６
月
２９
日

（
日
）
午
前
１０
時
〜
正
午

▽
内
容

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
駒
形
克
己
さ
ん
の
ハ
サ
ミ

と
紙
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
定
員

各
２０
組
（
先
着
順
）

▽
対
象
者

小
学
生
以
上
の
親
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

▽
期
日
　
６
月
２１
日
（
土
）

▽
内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
伝
い

※
前
日
２０
日
（
金
）
午
後
２
時
か

ら
研
修
を
行
い
ま
す
。

よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
期
日

６
月
２８
日
（
土
）、
２９
日

（
日
）

▽
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

▽
内
容

個
人
・
グ
ル
ー
プ
で

「
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
い

て
、
３０
分
ま
た
は
１
時
間
単
位

で
読
み
聞
か
せ
を
す
る

〔
共
通
事
項
〕

●
募
集
期
間

６
月
６
日
（
金
）

〜
１７
日
（
火
）

●
申
込
方
法

生
涯
学
習
課
公
民

館
係
に
電
話
（
u
~
２
０
０
５
）

で
申
し
込
む

絵
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

６
月
２８
日
、
２９
日
に
行
う
ワ
ン

コ
イ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
に
、

家
で
眠
っ
て
い
る
絵
本
を
お
譲
り

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

６
月
２１
日
（
土
）

〜
２９
日
（
日
）

●
回
収
方
法

広
見
公
民
館
ゆ
と

り
ピ
ア
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
※
破
損
、
汚
れ
の
あ
る
も
の
は
回

収
し
ま
せ
ん
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
公
民
館

係

手
づ
く
り
絵
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
よ
う

手
づ
く
り
絵
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
よ
う
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８
月
２９
日
（
金
）

●
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
６
時
３０
分
（
早

番
・
遅
番
あ
り
）

●
勤
務
日
数

交
代
勤
務
で
週
３
〜

４
日
程
度

●
資
格

通
勤
可
能
な
５５
歳
ま
で
の

健
康
な
人
で
、
保
育
士
資
格
ま
た

は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
の

い
ず
れ
か
を
持
つ
人

●
募
集
人
数

若
干
名

●
応
募
締
切

６
月
３０
日
（
月
）

●
問
合
先

福
祉
課

児
童
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

臨
時
職
員
を
募
集

市
は
、
市
内
の
児
童
セ
ン
タ
ー
の

夏
休
み
児
童
厚
生
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
期
間

７
月
１９
日
（
土
）
〜

８
月
３０
日
（
土
）

●
勤
務
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時

●
勤
務
先

広
見
、
帷
子
、
桜
ケ
丘

児
童
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

●
資
格

通
勤
可
能
な
５５
歳
ま
で
の

健
康
な
人
で
、
保
育
士
資
格
ま
た

は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
の

い
ず
れ
か
を
持
つ
人

●
募
集
人
数

５
人

●
応
募
締
切

６
月
３０
日
（
月
）

●
問
合
先

福
祉
課

資
源
活
用
グ
ル
ー
プ
―
―
―
―
―
―
―
―

着
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
資

源
活
用
グ
ル
ー
プ
」
は
、
着
物
の
リ

フ
ォ
ー
ム
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

タ
ン
ス
の
奥
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や

浴
衣
な
ど
を
再
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日

６
月
２７
日
（
金
）、
７
月

２６
日
（
土
）、
８
月
２
日
（
土
）

の
３
回
で
１
講
習

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
零
時
３０

分
●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容

着
物
・
浴
衣
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
別
の
も
の
を
作
る

●
講
師

長
尾
智
子
さ
ん
（
相
互
扶

助
の
会
「
い
し
ず
え
」）

●
参
加
費

無
料

●
持
ち
物

裁
縫
道
具
、
着
物
・
浴

衣
な
ど

●
定
員

１５
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

６
月
２０
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

桜
井
さ
ん

u
Ä
３
２
３
１

児
童
ク
ラ
ブ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

臨
時
指
導
員
を
募
集

市
は
、
市
内
の
各
児
童
ク
ラ
ブ
の

臨
時
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
期
間

７
月
２２
日
（
火
）
〜

市
史
編
さ
ん
室
便
り
そ
の
７ 

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
―
―
―
―
―

親
子
体
験
学
園
を
開
催

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
は
、
土

曜
日
に
親
子
で
農
業
や
自
然
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
「
土
曜
親
子
体

験
学
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

○
第
４
回
＝
７
月
１２
日（
土
）

○
第
５
回
＝
８
月
９
日（
土
）

○

第
６
回
＝
９
月
６
日（
土
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室

（
坂
戸
）

●
内
容

○
第
４
回
＝
「
採
れ
た
て

野
菜
」

○
第
５
回
＝
「
夏
の
昆

虫
探
偵
団
」

○
第
６
回
＝
「
秋

の
野
菜
と
甘
い
梨
」

●
対
象
者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

各
回
１０
組
２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

「
土
曜
親
子
体
験
学

園
」
、
希
望
の
回
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
児
童
と
保
護
者
の
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き

（
〒
５
０
９
ー
０
２
４
１
坂
戸
１

０
２
４
ー
１
）
か
フ
ァ
ク
ス
（
|

０
６
６
７
）
で
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ

研
修
室
に
送
る

●
申
込
締
切

６
月
２０
日
（
金
）
必

着
●
問
合
先

同
研
修
室u

~
３
９
２
２

写
真
は
丹
生
川
村
千
光
寺
の
鰐
口

わ
に
ぐ
ち

で
す
。
鰐
口
と
は
寺
院
な
ど
の
軒

先
に
つ
る
さ
れ
た
金
属
製
の
鐘
の
こ
と
で
、「
大
工
濃
州
可
児
郡
野
金
屋

長
谷
川
平
左
衛
門
尉
」
の
銘
が
入
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
今
渡
の
一
部
は
昔
、「
金
屋
」
と
呼
ば
れ
、
鉄
や
銅
を
溶
か
し

製
品
を
つ
く
る
職
人
「
鋳
物
師

い
も
じ

」
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
金
屋
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
鋳
型
の
破

片
や
金
属
の
精
錬
の
際
に
出
る
く
ず
な
ど
が
出
土
し
、
鋳
物
師
集
団
の

住
居
・
工
房
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

同
様
の
銘
の
入
っ
た
梵
鐘

ぼ
ん
し
ょ
うな

ど
が
東
海
地
方
に
数
点
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
銘
に
よ
る
と
金
屋
の
鋳
物
師
集
団
の
活

動
時
期
は
、
十
六
世
紀
初
頭
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
百
年
ほ

ど
で
あ
る
よ
う
で
す
。

今
は
鋳
物
師
の
里
の
名
残
も
「
金
屋
」
の
地
名
を
残
す
の
み
で
す
。

●
連
絡
先

市
史
編
さ
ん
室（
総
合
会
館
分
室
東
棟
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

u
}
４
６
０
１

金
屋
の
鋳
物
師

丹生川村千光寺所蔵

鰐口



チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
会
―
―
―
―
―
―
―
―

ケ
ナ
フ
を
育
て
て
み
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
可

児
ケ
ナ
フ
の
会
は
、
地
球
に
や
さ
し

い
植
物
「
ケ
ナ
フ
」
で
環
境
保
全
意

識
の
向
上
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ケ
ナ
フ
を
育
て
ま
せ
ん
か
。

●
期
日

６
月
１４
日
（
土
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所

ケ
ナ
フ
田
（
塩
地
内
）

●
内
容

生
長
観
察
、
収
穫
、
紙
す

き
、
炭
焼
き
を
体
験
学
習

●
対
象
者

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生
と
一
般
成
人

●
定
員

２０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

可
児
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
――

童
謡
を
楽
し
く

可
児
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

は
、
唄
い
つ
が
れ
た
童
謡
を
楽
し
く

歌
う
童
謡
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
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●
期
日

７
月
３
日
（
木
）、
３１
日

（
木
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
定
員

４０
人

●
参
加
費

１
回
３
０
０
円

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
~
５
５
３
２
）
、
は
が
き

（
〒
５
０
９
ー
０
２
０
７
今
渡
１

９
２
３
）
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切

６
月
２７
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

長
谷
川
満
澄
さ

ん
　
　
　
　
　
　
u
~
５
５
１
６

金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ
―
―
―
―

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

市
は
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

昭
和
２８
年
中
に
結
婚
し

た
夫
婦

●
申
込
方
法

い
き
い
き
長
寿
課
お

よ
び
各
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
む

●
申
込
締
切

６
月
２５
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

同
課

案
内

染色にも使えるケナフの花

 
 
上 級  
一般事務職 

大学卒業程度の学力を有し、昭
和５２年４月２日から昭和５７年４
月１日までに生まれた人 

●期日　７月２７日（日） 
●場所　総合会館（市役所向
かい） 

●試験内容　択一式による教
養試験 

●期日　８月下旬予定 
●場所　未定 
●試験内容　集団討論試験お
よび作文試験 

●期日 
　９月下旬予定 
●場所　未定 
●試験内容 
　個別面接試験 

●期日　９月２１（日） 
●場所　総合会館 
●試験内容　択一式による教
養試験および作文試験 

●期日　１０月下旬予定 
●場所　未定 
●試験内容　個別面接試験 

●期日　７月２７日（日） 
●場所　総合会館 
●試験内容　択一式による教
養試験および専門試験 

●期日　８月下旬予定 
●場所　未定 
●試験内容　実技試験および
個別面接試験 

６／２（月） 
～６／２５（水） 
（土・日を除く） 

８／１（金） 
～８／２６（火） 
（土・日を除く） 

６／２（月） 
～６／２５（水） 
（土・日を除く） 

短大卒業程度の学力を有し、昭
和５４年４月２日から昭和５９年４
月１日までに生まれた人あるいは
高校卒業程度の学力を有し、昭
和５６年４月２日から昭和６１年４
月１日までに生まれた人 

短大卒業程度の学力を有し、昭
和５４年４月２日から昭和５９年４
月１日までに生まれた人で、保育
士資格および幼稚園教諭免許
の両方を有するか、取得見込み
の人 

５人 

１人 

２人 

 
 
初 級  
一般事務職 

 
 
保 育 士 ・ 
幼稚園教諭 

試験区分 
採用 
予定 
人員 

受験資格 受付期間 一次試験 二次試験 三次試験 

●申込方法 秘書課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、受付期間の午前８時３０分から午後５時までに、
同課に申し込む。郵送の場合は、受付期間内に必着。
●問合先 同課

市職員を募集　　～魅力あるまちを共に創ろう～
市は、平成１６年度の新規採用職員を次のように募集します。
受験資格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確認してください。



体力づくりをしませんか

３０
日
（
月
）（
土
・
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所

福
祉
課

●
必
要
書
類

現
況
届
出
書
（
受
給

者
に
は
５
月
末
に
送
付
）、
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
年
金
加
入
証
明
書

（
国
民
年
金
お
よ
び
年
金
未
加
入

者
は
除
く
）

※
振
込
口
座
を
変
更
す
る
場
合
は
受

給
者
名
義
の
預
金
通
帳
が
必
要
。

●
問
合
先

同
課

●
ゆ
ず
り
ま
す

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

（
マ
ッ
ト
無
し
）
新
品
同
様
を
価

格
応
談
で
（
谷
よ
し
え
u
Ç
０
８

６
１
）

●
問
合
先

商
工
観
光
課
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橋
本
u
~
３
３
１
０
、
小
森
産
業

（
株
）
u
v
１
２
８
３
）
へ
引
き

取
り
を
依
頼
す
る

●
問
合
先

環
境
課

市
議
会
議
員
選
挙
―
―
―
―
―
―
―
―

立
候
補
関
係
者
説
明
会

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
７
月
２０

日
（
日
）
執
行
予
定
の
可
児
市
議
会

議
員
選
挙
の
立
候
補
関
係
者
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
関
係
す
る
人
は
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

６
月
２０
日
（
金
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
内
容

立
候
補
の
手
続
き
な
ど

※
当
日
の
出
席
者
は
会
場
の
都
合
上
、

各
立
候
補
予
定
者
ご
と
に
３
人
ま

で
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）

児
童
手
当
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

現
況
届
の
手
続
き
を

児
童
手
当
、
特
例
給
付
、
就
学
前

特
例
給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
現

況
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
送
付
し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

６
月
２
日
（
月
）
〜

に
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
不
法
投
棄
と
な
り
、

法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
適

正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

①
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
が

分
か
る
か
ま
た
は
買
い
替
え
の
場

合
は
、
小
売
店
に
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
支
払
っ
て
引
き
取
り
を
依
頼

す
る

②
指
定
引
取
場
所
へ
自
分
で
搬
入
す

る
場
合
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

引
取
場
所
（
美
濃
加
茂
市
か
土
岐

市
の
業
者
）
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
環
境
課
で
確
認
す
る

③
自
分
で
搬
入
で
き
な
い
場
合
は
、

収
集
・
運
搬
許
可
業
者
（
（
株
）

家
電
４
品
目
の
リ
サ
イ
ク
ル
―
―
―
―

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン

の
家
電
４
品
目
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ご
み
と
し
て
集
積
場

期 日  
回収団体  
 
回収品目  

収集時間
場 所  

６月２２日（日） 
可児市生活学校 

瓶、缶、ペットボトル、トレイ 
発泡スチロール、紙類 
（新聞と広告は別々にする） 

午前９時～１１時の間に 
総合会館分室駐車場 
（ＪＲ可児駅西）へ 

※収集時間前の来場はご遠慮ください。 

資源集団回収にご協力を 

２５ 
（水） 

２６ 
（木） 

１６
（月） 

１９ 
（木） 

１８ 
（水） 

１７ 
（火） 

１３ 
（金） 

２０ 
（金） 

１８ 
（水） 

１９ 
（木） 

２３ 
（月） 

２６ 
（木） 

２５ 
（水） 

２４ 
（火） 

２０ 
（金） 

２７ 
（金） 

６月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  
缶 

ペットボトル 
トレイ資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

 今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

──10期 

６月の税金 
市県民税 

国民健康保険税 
介護保険料 

１期 
 
１期 

※６月３０日までに納めましょう。 

集積場に出すのは違法です

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

市体育連盟は、ウエートリフティング場内にあるトレ
ーニングルームを利用するための、トレーニング講習会
の受講者を募集します。
●日時
７月 ６日（日）午後７時～９時
７月１０日（木）午前１０時～正午
７月１５日（火）午後１時～３時
７月２３日（水）午後７時～９時
７月２８日（月）午後７時～９時

●場所 ウエートリフティング場（坂戸・海洋センター隣）
●対象者 高校生以上（子ども連れの参加は不可）
●定員　各１５人
●持ち物 運動服、室内靴、顔写真（縦３ｃｍ×横２.５ｃｍ）
●受講料 ５００円
●申込開始日 ６月１０日（火）
●申込・問合先 同連盟事務局　u~８６００

トレーニング講習会

体力づくりをしませんか
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心
配
ご
と
相
談

●
期
日
　
毎
週
火
曜
日

●
時
間
　
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

※
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
心
配
事
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

国
税
の
出
張
相
談

●
期
日
　
６
月
１２
日
（
木
）

●
時
間
　
１０
時
〜
３
時

●
場
所
　
市
役
所
１
階
相
談
室

行
政
相
談

●
期
日
　
６
月
１３
日
（
金
）

●
時
間
　
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
市
役
所
１
階
相
談
室

法
律
相
談

●
期
日

６
月
１７
日
（
火
）
、
２４
日

（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

人
権
相
談

●
期
日
　
６
月
１３
日
（
金
）

●
時
間
　
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
図
書
館
本
館
（
広
見
）

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

●
期
日
　
６
月
１６
日
（
月
）

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
時
間
　
１
時
〜
４
時

※
「
生
涯
楽
習
相
談
」
も
受
け
付
け

ま
す
。

こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
日
時
　
平
日
の
３
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
に
電
話
で
受
け
付
け
、
調
整

●
場
所
　
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

※
お
子
さ
ん
の
言
葉
や
発
達
に
つ
い

て
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　
同
セ
ン
タ
ー

u
|
０
２
５
５

発
達
と
教
育
の
相
談
会

●
期
日
　
６
月
１８
日
（
水
）

●
時
間
　
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

●
場
所
　
総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
申
込
方
法
　
教
育
研
究
所
へ
電
話

で
予
約
す
る
　
　
u
Ä
４
８
４
１

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日
　
６
月
２０
日
（
金
）

●
時
間
　
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

保　健 保　健  
 
 

３種・２種混合（初回・追加） 
●期日と場所　○６月１２日（木）
＝土田公民館　○６月１８日（水）
＝平牧公民館　●受付時間　２時～
２時３０分　●対象者　生後５カ月以
上９０カ月未満　○３種＝百日ぜきに
かかったことのない子（３～８週間の
間隔で３回接種）　○２種＝百日ぜき
にかかったことのある子（４～６週間
の間隔で２回接種） 
※追加接種は初回終了後１年～１年半
の間隔で行います。接種前にお子
さんの体温を測ってください。 

乳児健康診査・ツベルクリン 
●期日　６月１７日（火）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１５年２月１日
～１５日生まれ 

３歳児健康診査 
●期日　６月２０日（金）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１２年６月１日
～１５日生まれ 

ポリオ 
●期日　６月２３日（月）　●受付時
間　２時～２時３０分　●場所　下
恵土公民館　●対象者　投与日を基
準として、生後３カ月から９０カ月ま
での乳幼児で、未投与者と１回投与
済者 
※生後３カ月を過ぎたら、できるだけ
早く投与を受けてください。２回
目投与は、１回目との間隔を６週
間以上空けてください。 

あこがれママ教室 
●期日　２課＝６月２０日（金）　●受
付時間　９時２０分～９時３０分　●場
所　保健センター　●内容　妊婦体操
（運動のできる服装、飲み物を持
参）、歯の衛生（歯ブラシ、手鏡、コ
ップを持参） 

成人健康相談 
●期日と場所　○６月１２日（木）
＝下恵土公民館　○６月１８日（水）
＝総合会館（市役所向かい）　●受付
時間　１時４０分～３時　●対象
者　一般成人　●内容　○健康相談＝
血圧測定、検尿、体脂肪率測定　○栄
養相談　○歯科相談 

離乳食相談 
●期日　６月１７日（火）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　離乳期の乳児を
持つ人 

離乳食モグモグ教室 
●期日　６月２５日（水）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総合
会館（市役所向かい）　●対象者　離
乳中期以降の子どもを持つ人　●持ち
物　エプロン、三角きん、手ふき　●申
込先　健康増進課 

母子健康手帳交付 
●期日　毎週金曜日（祝日を除く）　
●受付時間　９時１５分～９時３０分
●場所　保健センター 

献血 
●期日　６月２４日（火）　●時間　１０
時～１時、２時～４時　●場所　ユニ
ー可児店（中恵土） 
※４００ml献血にご協力ください。 

健康講話 
●期日と場所　６月１２日（木）＝福
寿苑（大森）　●時間　１０時～１１
時　●対象者　６０歳以上の人　●内
容　痴ほう予防 

 

乳幼児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意しています。番号札を利用する場合
は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問合先　健康増進課 

無
料
相
談
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あ
て
先
：
広
見

一
丁目１番地広報かに「

みん
な

の
え
が
お
係
」

http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ ５月１日現在） 

●人　口……９６，９４０人
（男４８，０８８人、女４８，８５２人） 

（先月より２７４人増、 
昨年同月より１，２１７人増） 

●世帯数…３３，３９１世帯 

展示のご案内 

環境と暮らしを考える６冊 

休館日 

※６月２７日（金）は館内整理日です。 

澤井ゆうきくん（
９カ月・矢戸） 田中ちはるちゃん（４カ月・今渡） 太田まさひでくん（１１カ月・谷迫間） 

ひまわり号巡回予定表 

６／１１
（水） 

１３
（金） 

１７
（火） 

１８
（水） 

２０
（金） 

２４
（火） 

２５
（水） 

月　日 場　　所 時　間 
愛 岐 ケ 丘 五 丁 目 公 園  
愛 岐 ケ 丘 中 央 公 園  
春 里 小 学 校  
春 里 連 絡 所  
光 陽 台 四 丁 目 公 園  
西 可 児 中 学 校  
旧 姫 治 連 絡 所 南  
今 公 民 館  
清 水 ケ 丘 集 会 所  
南 帷 子 小 学 校  
柿 下 公 民 館  
緑 ケ 丘 二 丁 目 バ ス 停  
羽 生 ケ 丘 公 民 館  
東 明 小 学 校  
奥 山 台 あ す な ろ 公 園  
松 伏 団 地  
旭 小 学 校  
桂 ケ 丘 一 丁 目 バ ス 停  
桜ケ丘給水タンク東側  
桜 ケ 丘 小 学 校  
福 寿 苑  
久 々 利 連 絡 所  
大 平 公 民 館  
し ら さ ぎ 団 地  

 ２：１０～２：４０ 
 ２：５０～３：３０ 
 ３：４５～４：３０ 
 ２：１０～２：５０ 
 ３：００～３：４０ 
 ３：５０～４：３０ 
 １：３０～２：００ 
 ２：１０～２：４０ 
 ２：５５～３：３０ 
 ３：４５～４：３０ 
 １：３０～２：００ 
 ２：１０～２：５０ 
３：０５～３：３５ 
３：４５～４：３０ 
 １：３０～２：０５ 
 ２：２０～２：５０ 
 ３：１０～４：３０ 
 ２：００～２：５０ 
 ３：００～３：４０ 
 ３：４５～４：３０ 
 １：３０～２：００ 
 ２：１５～２：４５ 
 ３：００～３：３０ 
 ３：５０～４：３０ 

 
 
　６月は環境月間です。身近な所から環境問題
を考えてみましょう。 
『暮らしの中のエネルギー』岩船由美子著（電
気学会）：メールと手紙ではどちらが省エネ？そん
な疑問を調べて整理した本です 
 
　節約しながら暮らしを良くする生活術の本が
盛んです。 
『節約生活のススメ』山崎えり子著（飛鳥新社） 
『ひと月９０００円の快適食生活』魚柄仁之助著（飛
鳥新社） 
『お金とモノから解放されるイギリスの知恵』井
形慶子著（大和書房）：英国の質素で上質な暮
らし方を紹介し、日本の大量消費生活の問題点
をさまざまな面からとらえています 
 
　人の行動から自然を守る心を教えられる本も
あります。 
『木を植えた男』ジャン・ジオノ原作（あすなろ書房）：
不毛の地に緑を作った老人の物語の絵本です 
『一本の樹（レッドウッド）が遺したもの』ジュリア・
バタフライ・ヒル著（現代思潮新社）：森林伐採
に対抗して樹上テントで暮らした女性の手記
です 
 
 
 
●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２時
～　○帷子分館＝毎週土曜日午後２時～、
第２・４木曜日午前１０時３０分～（幼児向け）
○桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前１０時３０分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など 

※６月２１日（土）は、本館で工作遊びをします。 
 
 
６月２日（月）、９日（月）、１６日（月）、２３日（月）、 
　２７日（金）、３０日（月） 
７月７日（月） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「桜ケ丘ハイツの野鳥」展 
　６月８日（日）まで（本館） 
●「エコライフを楽しもう！広げよう！」展 
　６月１２日（木）～２５日（水）（本館） 
●「絵を描く楽しみを貴方に」展 
　６月２８日（土）～７月１０日（木）（本館） 
●「心をこめて　あなたに絵本」展 
　６月２６日（木）まで（帷子分館） 
●「滝の写真」展 
　６月２６日（木）まで（桜ケ丘分館） 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 
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いきいきマイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

VOC成分 
　 ゼロ 

100

絶滅危ぐ種に指定されているヒメコウホネ。 
静かな山あいの池で、水面にひっそりと愛らしい姿を映しています。 

（東帷子） 
 

ヒメコウホネの群生 

●実践！家具の再生 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　可児市環境基本計画のスタートアップ事業
を実践している「資源活用グループ」が開催
している講座を通して、物を大切にすること
について考えましょう。 

６／７ 

１３ 
〜 

●平成１５年度版 
　「コミュニティネットかに」利用法 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　市のさまざまな情報をインターネットのペ
ージで掲載する「コミュニティネットかに」
について、新メニューを含めて紹介します。 

６／１４ 

２０ 
〜 

●先生と呼ばれて 
　～スクールサポーター～ 

★シリーズ：図書館だより 

　市内の小中学校には、スクールサポーター
といわれる職員がいます。どんな活動をして
いるのでしょうか。 

６／２１ 

２７ 
〜 

●うるおいライフ 

★シリーズ：学校めぐり 

　６月２１日に開催される少年の主張可児市
大会と善行少年の表彰式の模様をお伝えしま
す。力強く意見や考えを述べる中学生たちの
生き生きとした姿をご覧ください。 

６／２８ 

７／４ 
〜 

表　紙　の　人 

村田直城さん 
伊藤裕将さん 

　二人は、フォー

クポップスバンド

「FLYING　HILL」のメンバー。このバンドは

東濃高校出身の仲間５人で結成したもので、自作

曲を中心にライブイベントなどで活躍中です。 

　バンドのモットーは「人との出会いが自分たち

を成長させる」で、ライブなどを通じての出会い

をとても大切にしています。それを裏付けるよう

に二人は、「ライブのステージで演奏するのが楽

しくて仕方がありません。お客さんとの一体感も

たまらないですね」と笑顔で話します。これが、

幅広い年齢層から支持される理由のようです。 

　夢のメジャーデビューとドームツアーを目指

し、これからもほかのメンバーとともに二人の挑

戦は続きます。 

フ ラ イ ン グ 　 　 　 ヒ ル  

　
毎
週
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提

供
し
て
い
る
「
い
き
い
き
マ
イ

タ
ウ
ン
」
。
常
に
、
特
集
や
シ

リ
ー
ズ
な
ど
い
く
つ
も
の
内
容

を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

　
正
直
言
っ
て
”ネ
タ
切
れ
“に

な
り
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
と
き
に
職
員
に
相

談
し
て
み
る
と
、
お
伝
え
で
き

る
内
容
が
い
く
つ
も
出
て
き
て

驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
今
回
、
心
の
風
景
が

百
回
と
な
り
ま
し
た
。
振
り
返

っ
て
見
る
と
、
あ
ら
た
め
て
ふ

る
さ
と
の
素
晴
ら
し
い
一
面
を

発
見
し
た
気
が
し
ま
す
。
写
真

だ
け
で
な
く
映
像
で
も
、
こ
う

し
た
景
色
を
紹
介
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
番
組
内
容
を
思
案

中
で
す
。
　
　
　
　
　
（
花
） 


